
第６６回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

日 時：令和４年１１月１５日（火） 
 １７時３０分～ 

場 所：庁議室 

議 題 新型コロナウイルス感染症への対応について 

次 第  １ 開会 

２ 本部長指示 

３ 状況報告 

４ 閉会 



新型コロナウイルス感染症対策本部会議出席者名簿 

職 氏 名 

本 部 長 知  事 馳  浩 

副 本 部 長 
副 知 事 徳 田  博 

副 知 事 西 垣 淳 子 

本 部 員 

教 育 長 北 野 喜 樹 

警 察 本 部 長 細 田  正 

総 務 部 長 澁 谷 弘 一 

危 機 管 理 監 村  上    勝 

企 画 振 興 部 長 
光 永 祐 子 
( 代 理 ) 次 長  成 瀬 英 之 

県 民 文 化 ス ポ ー ツ 部 長 酒  井  雅  洋 

健 康 福 祉 部 長 永  松  聡 一 郎 

生 活 環 境 部 長 竹 沢 淳 一 

商 工 労 働 部 長 内 田 滋 一 

観 光 戦 略 推 進 部 長 竹  内  政  則 

農 林 水 産 部 長 石  井  克  欣 

競 馬 事 業 局 長 臼 井 晴 基 

土 木 部 長 鈴 見 裕 司 

ア ド バ イ ザ ー 

金 沢 大 学 特 任 教 授 市 村  宏 

金 沢 大 学 附 属 病 院 長 蒲 田 敏 文 

金 沢 医 科 大 学 病 院 長 伊 藤  透 



0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1/1 1/21 2/10 3/2 3/22 4/11 5/1 5/21 6/10 6/30 7/20 8/9 8/29 9/18 10/8 10/28

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

1,750

2,000

2,250

2,500

2,750

3,000 感染者数

病床使用率

重症病床使用率

３回目ワクチン接種率（人口比）

４回目ワクチン接種率（人口比）

県内の感染状況（11/15 (火)時点）

(人)

← BA.1 → BA.2 → BA.5

○ 10月下旬以降 新規感染者数は増加傾向

○ 本日 1,340人 直近1週間 5,642人（病床使用率 26.8% 重症病床使用率 4.9%）
・ 第７波の立ち上がりである７月中下旬と同様の状況（7/22：1日1,549人 週計5,810人）

○ 現時点で 発熱外来や入院病床は ひっ迫していない 状況

➡ 新型コロナとインフルエンザの同時流行を見据え 今後の動向に注視が必要
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3/23
「BA.2」県内初確認

7/15
「BA.5」県内初確認

8/19
過去最多2,885人

8/18
病床使用率ピーク65.9%

10月下旬以降
増加傾向
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入院率
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重症化率（死亡者を含む）
（重症者（死亡者含む）数 / 感染者数）
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新型コロナ・インフルエンザ同時流行を見据えた対応

○ 県民の皆様には 新型コロナ・インフルエンザ両方のワクチン接種 や 抗原検査キット・解熱鎮痛剤の準備
など 今のうちから 同時流行への備え をお願いします

県
民

医
療
機
関
等

・新型コロナワクチンとインフルエンザ
ワクチンの両方接種

・新型コロナ検査キット、解熱鎮痛薬
の準備などの備え

・ワクチン同時接種体制の確保

・軽症者は土日祝日ではなくなるべく平日に受診
・(新型コロナ陽性の)中学生～６４歳は陽性者・登録フォローアップセンターへ登録

【外来診療の量的拡充】
・診療時間の延長
・休日当番医の拡充

【外来診療の効率化】
・新型コロナ自己検査
・電話・オンライン診療

・インフルエンザの可能性が高い場合
（家族がインフルエンザ等）検査なしで診断

・新型コロナやインフルエンザの感染
状況公表

・県民へのワクチン接種や
同時流行への備えを呼びかけ

・陽性者登録・フォローアップセンターの対象者の拡大
１８～３９歳 → 中学生 ～６４歳

・県民への平日受診の呼びかけ

◆同時流行が比較的抑えられている状態
（第１段階）

◆同時流行による医療負荷が高まっている状態
（第２段階）

◆同時流行が深刻化し医療負荷が顕著な状態
（第３段階）

○ 新型コロナとインフルエンザが同時流行 した場合

ピーク患者数：7,200人/日（コロナ4,000人＋インフル3,200人） ➡ 診療体制：平日 8,000人/日 を確保
※国の想定：全国で75万人/日（コロナ45万人＋インフル30万人） ※土曜日 5,000人 日祝日 2,000人

県
・
保
健
所 2

○ 同時流行の段階に応じ 外来診療の体制強化（量的拡充、診療効率化）や 陽性者登録・フォロー
アップセンターの対象者拡充 など 発熱患者増加への対応に取り組む



新型コロナ・インフルエンザ同時流行に備えましょう
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新型コロナとインフルエンザの同時流行 が生じる可能性があります

安心して自宅待機・療養できるよう 必要な備え をお願いします

自宅待機・療養する際に備えておきたいもの（※以下は一例です）

くすり類 衛生品 日用品食べ物･飲み物



受 診

【陽性者登録・フォローアップセンター】

①自己検査・薬局等における無料検査
で陽性となった方の診断

・重症化リスクが低い無症状者・軽症者は
医療機関を受診せず、自宅療養を開始

②療養支援
・パルスオキシメーターの貸出
・抗原検査キットの提供
・食料品の支援
・宿泊療養施設への入所

③健康相談
・自宅療養者の体調悪化時に相談可能
（必要に応じ 医療機関受診等を助言）
※健康相談は申請なしでも利用可能

【保健所】

・療養先(入院・宿泊療養・自宅療養)の調整

・自宅療養者の療養支援

・健康観察 My HER-SYS登録をお願いし 健康観察

（本人）
電子申請

・65歳未満
・重症化リスク低
・妊婦でない

（本人）
電子申請

18-39歳 かつ
重症化リスク低

※コロナ・インフルエン
ザ同時流行の段階に
応じて 今後 対象を
中学生-64歳に拡大

自
己
検
査
で
陽
性(※

1)

ま
た
は
有
症
状

・65歳以上
・要入院
・重症化リスク+治療
・妊婦

自
己
検
査
で
陽
性(※

1)

か
つ
無
症
状

(※

2)

受 診
（医療機関）
発生届

（※1）「研究用」のキットは使用いただけません
（※2）体温が37.5度未満で投薬不要の軽症者を含む
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新型コロナが疑われる場合(発熱時等)の対応

【医療機関】

診
断

診
断

発生届対象外の
約５割が登録

患者全体の約２割

※ 自己検査で新型コロナ陰性であった場合でも
発熱がある場合は インフルエンザの可能性を含め かかりつけ医を受診してください



○ 最大確保病床 504床 ➡ 518 床 に拡大(+14床)

○ 運用病床 フェーズ3(314床) ➡ フェーズ4(395床) に引き上げ
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医療・検査体制

病床数
医療圏別

南加賀 石川中央 能登

現 状
最大確保病床（フェーズ５） 504 75 341 88

運用病床（フェーズ３） 314 61 192 61

◎最大確保病床・運用病床

検査の種類 対 象 備 考

無料検査
県内277薬局

無症状の
県民の方

【変更なし】 重症化リスクの低い陽性者 (18-39歳・基礎疾患なし) は
陽性者登録・フォローアップセンターに申請・登録

一斉検査
感染拡大・重症化
リスクのある施設

病院・介護施設・
保育所・小学校等

の職員

【拡充】 抗原検査キットの配布（200万回分）により

検査頻度を増加（2週間に1回 → 10/31- 週2回程度）

※症状のある方（発熱、のどの痛み等）は 診療・検査医療機関を受診してください。

◎ 無料検査・一斉検査 11月30日まで（一斉検査は当面の間実施）

体制強化

最大確保病床（フェーズ５）

（本日11/15から適用）
518 78 351 89

運用病床（フェーズ４）

（本日各病院に要請 、 11/22から適用）
395 64 259 72



10月 11月 12月 1月 2月

一 般

12歳以上

４回接種済

３回接種済

２回接種済

１・２回目未接種

小 児 5-11歳

乳 幼 児 6ヵ月-4歳

ワクチン接種の促進

●一般（12歳以上）オミクロン株対応ワクチン
2回接種完了し 最終接種日から 3カ月以上経過した方

●小児（5-11歳）3回目接種 2回目接種から5カ月以上経過した方

●乳幼児（6ヵ月-4歳） 接種 どなたでも接種可

オミクロン株対応ワクチン接種（3～5回目）

10/24- 乳幼児接種

3カ月後にオミクロン株対応ワクチンの接種が可能 （12月末で国から供給終了、無くなり次第接種終了）

接種は強制ではありませんが 積極的な接種をお願いします
＜ 新型コロナワクチンとインフルエンザワクチンは 同時接種が可能 です ＞
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最終接種から

3カ月後

従来型

◎インフルエンザワクチン

・ 全国で過去最大の供給（約7,042万人分 ※8月時点）

・ 本県にも随時供給（すでに約32万人分 ※11月第2週時点）

65歳以上の定期接種対象者の方など

希望者は早めの接種を
➡

小児接種（3回目）

◎新型コロナワクチン

2回目接種から
5カ月後

いしかわ県民ワクチン接種センター

オミクロン株対応ワクチン接種 実施中
・ 県庁19階展望ロビー
・ 毎週土曜（午前10時-12時 午後1時-5時）



（参考）県民の皆様へ

○医療機関を受診される方へ
→発熱などの症状のある方は、かかりつけ医などの身近な医療機関に事前に電話の上、受診してください
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kansen/zyusin.html

Google Map上でお近くの診療・検査医療機関を検索できます

→日曜日、祝日は、休日当番医に事前に電話の上、受診してください

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/iryou/support/iryoukeikaku/kyuukyuu.html

○医療機関を受診するか迷われる方はこちらまで

○新型コロナウイルス感染症に感染された方へ
○ https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kansen/kannsennsha.html

○濃厚接触者・感染者と接触のあった方へ
○ https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kansen/noukousesshokusha.html

○無料検査に対応する薬局はこちら
○ https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kansen/ippankensa.html
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 「石川県発熱患者等受診相談センター」
○ 0120-540-004（フリーダイヤル） 24時間対応（土日祝日含む）



皆様へのお願い

家庭では

飲食の際には外出の際には

職場では

・子どもの感染防止対策を徹底

・高齢者や基礎疾患のある方、その家族は、
感染リスクの高い行動を控える

・エアコン使用時も効率的な換気

・なるべく少人数で黙食を基本

・会話の際にはマスク着用

・「いしかわ新型コロナ対策認証店舗」の利用
※事業者は「業種別ガイドライン」を遵守

・体調が悪い場合や混雑した場所・感染リスク
が高い場所への外出は控える

・県をまたぐ旅行などの際には、感染防止対策
を徹底

・テレワーク、時差出勤の推進

・人が集まる場所での感染防止対策を徹底
（マスク着用の周知、効率的な換気、手指消毒設備の設置など）

・居場所の切り替わりに注意
（休憩室、更衣室、喫煙室など）

改めて 基本的な感染防止対策の徹底 をお願いします
○「三つの密」の回避 ○こまめな手洗い ○効率的な換気 など

特に

新規感染者数が増加傾向 にあることに加え、

この冬は 季節性インフルエンザとの同時流行 が懸念されています
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